










































construction of eating norms while eating and talking about food over a meal）による成果の一部である。また，国
立国語研究所共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」（プロジェクトリー
ダー：石黒圭）の成果の一部をなすものでもある。
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2. 先行研究
2.1 言語学におけるオノマトペに関する研究
　従来のオノマトペに関する研究は意味・音声に焦点が置かれており（Hamano 1998; 田守 2002;
田守・スコウラップ 1999），この方向での食べ物のオノマトペに関する研究もある（秋山 2002, 
2003; 大橋・シズル研究会 2010; 原田 2012; Noda 2014; 高崎 2015; 武藤 2015; 星野 2015）。実際の会
話の相互作用の中でどのように用いられているのかについて考察している研究は少なく，雑談の
話題展開と笑いとの関係（秦野 2013）のほか，主に過去の体験を語るストーリーに関する研究
であり（Karatsu 2004, 2010, 2012, 2014; Koike 2009, 2014; Sunakawa 2010; Szatrowski 2010a,b; ザトラ
ウスキー 2014c），そのうち食べ物と関係あるストーリ （ーKaratsu 2014; Koike 2014;ザトラウスキー
2014c）と試食会についての研究もある（ザトラウスキー 2011, 2013, 2017）。また，日本人と非母



















1 以下これらの要素は「非優先的応答（dispreferred response）の要素」と呼ぶことにする（Levinson 1983:19; 
ザトラウスキー 1993: 19; Schegloff 2007）。




















多い（Nishihara et al. 2008: 564）。
　食べ物のテクスチャーを表す用語を集め，専門家たちにその使用をアンケートで確認した結果，





































































分類 異なり語数 延べ語数 延べ語数の割合
試食会の乳製品（青・緑・ピンク）  79 180 （35%）
その他の乳製品  43  62 （12%）
その他の食事  75 106 （21%）
その他  93 162 （32%）
合計 251 510
　表 2に 9つの試食会に用いられたすべてのオノマトペの対象別に見た異なり語数 3と延べ語数
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表 3　30歳未満と 30歳以上の参加者の乳製品（乳），食事（食），すべて（全）に関するオノマトペ数
30歳未満 JPN2 abc fff<30 JPN5 ghi fff<30 JPN1 Lmn Mff<30 JPN7 rST fMM<30 JPN8 FGH MMM<30 横合計
乳 食 全 乳 食 全 乳 食 全 乳 食 全 乳 食 全 乳 食 全
コース前
ミルク 6 6 6 1 1 2 1 1 3 3 2 3 2 2 2 13 12 16
バター 3 4 12 7 10 12 19 7 10 19 17 24 62
ヨーグルト 4 6 6 5 9 9 4 9 3 4 4 6 2 3 3 19 31 27
チーズ 5 9 17 2 10 10 7 13 19 1 3 10 15 35 56
ホイップクリーム 6 10 11 2 3 7 4 7 7 2 2 5 4 4 4 18 26 34
アイスクリーム 4 6 7 3 4 9 6 8 11 1 7 8 5 6 6 19 31 41
クリーマー 1 2 4 7 13 13 2 3 4 3 4 8 2 3 5 15 25 34
乳の縦合計 29 27 24 13 23 116
食の縦合計 43 50 41 19 31 184
全の縦合計 63 62 66 30 49 270
乳の平均 10 9 8 4 8 8
食の平均 14 17 14 6 10 12
全の平均 21 21 22 10 16 18
a b c g h i L m n r S T F G H
参加者別の合計 16 17 30 21 15 26 21 13 32 5 18 7 25 4 20
30歳以上 JPN6 stu fff>30 JPN3 Def Mff>30 JPN9 IjK MfM>30 JPN4 ABC MMM>30 横合計
乳 食 全 乳 食 全 乳 食 全 乳 食 全 乳 食 全
コース前 1 1
ミルク 4 5 9 3 5 18 1 1 1 8 11 28
バター 10 10 12 9 17 27 3 5 17 2 2 2 24 34 58
ヨーグルト 12 13 16 5 6 11 7 8 17 26 35
チーズ 22 22 22 4 8 11 1 1 1 27 31 34
ホイップクリーム 12 16 21 12 12 18 3 3 3 27 31 42
アイスクリーム 7 7 12 9 10 12 1 1 4 17 18 28
クリーマー 1 5 7 13 5 7 14
乳の縦合計 67 47 7 4 125
食の縦合計 73 65 16 4 158
全の縦合計 94 110 29 7 240
乳の平均 22 16 2 1 10
食の平均 24 22 5 1 13
全の平均 31 37 10 2 20
s t u z D e f I j K A B C










女性），性（f＝女性，M＝男性）と年齢（「Mff<30」＝ 30歳未満の男性 1人と女性 2人）である。
　合計を比べる際，30歳未満は 5グループあったのに対し，30歳以上は 4グループと少ないこ
とを考慮する必要がある。すべて（「全」）のオノマトペ数の縦合計の右端は 30歳未満（270÷
5=54）が 30歳以上（240÷ 4=60）とほぼ同じである 4。「全の縦合計」（グループ別）で見ると，
30歳以上の男性 1人と女性 2人（JPN3=110）が一番多く，30歳以上の女性 3人（JPN6=94）も
4 本稿の資料は小数第 1位を四捨五入で示してある。
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多いが，男性 2人女性 1人の 30歳未満（JPN7=30）と 30歳以上（JPN9=29）とが少なく，30歳
以上の男性 3人（JPN4=7）が一番少なかった。対象別に見た全の縦合計は，食（食の縦合計）
の 30歳未満（184÷ 5=37）と 30歳以上（158÷ 4=40）はほぼ同じであるが，乳製品（乳の縦合
計）の 30歳未満（116÷ 5=23）と 30歳以上（125÷ 4=31）では，30歳以上が少し多い。グルー
プ別では，30歳以上の JPN4以外「食」のオノマトペは「乳」より多い。表の下の参加者別の
合計を見ると，30歳以上の女性 e(55)と s(42)，f(40)が一番多く，30歳以上の男性 A(2)，B(2)，
C(3)，I(4)，30歳未満の男性 G(4)，T(7)と女性 r(5)が少ないことから個人でばらつきがあり，
女性は男性よりオノマトペを多く用いる傾向がある。またグループによって 1人（30歳未満の
JPN2の c，JPN7の S，30歳以上の JPN6の s，JPN9の j）か 2人（30歳未満の JPN5の gと i，
JPN1の Lと n，JPN8の FとH，30歳以上の JPN3の eと f）がより多く用いることがある。こ
の傾向が発話数と関係ある可能性については今後の課題にしたい。
表 4　 30歳未満と 30歳以上の参加者の乳製品（乳），食事（食），すべて（全）に関するオノマトペ数（多
から少の順）
30歳未満 乳 30歳以上 乳 30歳未満 食 30歳以上 食 30歳未満 全 30歳以上 全
アイスクリーム 19 チーズ 27 チーズ 35 バター 34 バター 62 バター 58
ヨーグルト 19 ホイップクリーム 27 アイスクリーム 31 チーズ 31 チーズ 56 ホイップクリーム 42
ホイップクリーム 18 バター 24 ヨーグルト 31 ホイップクリーム 31 アイスクリーム 41 ヨーグルト 35
バター 17 ヨーグルト 17 ホイップクリーム 26 ヨーグルト 26 ホイップクリーム 34 チーズ 34
クリーマー 15 アイスクリーム 17 クリーマー 25 アイスクリーム 18 クリーマー 34 アイスクリーム 28
チーズ 15 ミルク 8 バター 24 ミルク 11 ヨーグルト 27 ミルク 28
ミルク 13 クリーマー 5 ミルク 12 クリーマー 7 ミルク 16 クリーマー 14
コース前 0 コース前 0 コース前 0 コース前 0 コース前 0 コース前 1
合計 116 125 184 158 270 240





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































チーン 19 バーン 2 ギリギリ 1 ヌッ 1 ブワブワ 1
チン 12 パーン 2 グサッ 1 ヌルヌル 1 ペペぺぺぺーボコッ 1
ワチャワチャ 9 パキパキ 2 グシャ 1 パカッ 1 ベリーッ 1
ボンボン 6 バンバン 2 クヨクヨ 1 バサッ 1 ポイッ 1
カチカチカチ 3 パンパン 2 ゴリゴリ 1 バスッ 1 ホーッ 1
サッ 3 ピッ 2 サラッ 1 バタン 1 ボーン 1
トゥーン 3 ポーン 2 ジャーーーン 1 ハチャメチャ 1 ポーンッ 1
ボーッ 3 ワッ 2 ズッ 1 バッチリ 1 ボタボタボタボタ 1
リーン 3 イラッ 1 スルスル 1 パン 1 ボッサボサ、ボッサボサ 1
イライラ 2 ガーーッ 1 タンタンタン 1 バンバンバンバン 1 ボヤボヤ 1
カッ 2 ガクーン 1 チ 1 ピーン 1 モヤッ 1
ガラガラ 2 ガクブルガクブル 1 テッカテカ 1 ピキーン 1 ユラリ 1
クッ 2 ガタッ 1 テッテレー 1 ビッ 1 ユラリユラリ 1
シーン 2 カチカチ 1 ドキーッ 1 ヒョイッ 1 リン、リン 1
シッカリ 2 ガッ 1 ドキドキ 1 ビョーン 1 ルーーー 1
ズーッ 2 カパッ 1 トン 1 ピンポーン 1 ワーッ 1
スッ 2 ガリガリ 1 ドンドン 1 フッ 1
テイーン 2 ガンガン 1 ニヤニヤ 1 プヨーッ 1



















食をし始めている 8。3人の 30歳未満の女性（a, b, c）が緑のミルクの匂い，食感，味をオノマト
ペで評価（描写）し合う。1aで緑のミルクを嗅いだ後牛乳だと特定し，aと cはそれぞれ 3aと
4cで同意する。
【例 1】  Dairy16-JPN2-1f2f3f-abc-WAS1-blue　abc　(fff<30)
    ミルクのコース　（6:47-11:07）7:17-8:159
((a:右手で緑のミルクを口元に持ち上げ、匂いを嗅ぐ。))
1a  (1.0)牛乳、めっちゃ、牛乳。　＃緑のミルク
   ＃とても牛乳の匂いがする。




5a  (4.0)＠ぬるい。＠ //｛アッハッハ｝||　＃緑のミルク
6c          //なんか甘く感じる。||　＃緑のミルク














11:07）7:17-8:15」は，【例 1】が，6:47から 11:07まで続く「ミルクのコース」における 7:17から 8:15までの
部分であることを示す。図に示す乳製品の写真はモノクロであるが，ナプキン，容器のリボン，ナイフ，フォー
ク，スプーン等の色は，左から順に，青，緑，ピンクとなっている。以下の例も同様。
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（1）  緑：aぬるい→ c甘く感じる→ bぬるいからベタつく
　次に aは 11aで青のミルクは牛乳かどうか疑問を持ち，bが 12bで「牛乳の匂いしない気がする。」












27a  ＠喉越し。＠ //｛フハハ｝||
28b         //｛フフフ｝||
29c         //｛フフフフフ｝||
30a  ・＠（？ー？ー）＠・
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31c  //＠だからわかんないけど。＠ ||
32b  //おじさんみたいだった。||
   ＃ cの「喉越しが一番いい」という発話は、おじさんのような発話だった。
33c  飲んだ時のなんかスカッとさ。　＃青のミルク
34a               うん。
35a  なんか、すごい見た目も、ほんとに水っぽい。　＃青のミルク
36c                      うん＝
37c  なんかサラサラ、サラ //サラして。||　＃青のミルク
38a            //ね。||
39a  サラサラしてる。　＃青のミルク
40c  一番なんかドロドロしてるのは、豆乳。＝　＃豆乳＝ピンクのミルク
41b  ＝°これって全部飲むの。°　＃これ＝ミルクのコースの 3種類のミルク
   ＃本当にミルクを全部飲んでしまうか尋ねている。
42a            //そうだね。||
43c            //どうなんだろ。||
44c  お腹タプタプになるよ。//｛ハハハハ｝||　＃お腹に水が溜まったようになる。
45a             //｛アハハハ｝||
46b             //｛アハハハ｝||
　まず，aが青のミルクを 22aで「薄い」と評価する。それに対して bが 24bで「後味ー、のー
粉っぽさがすごい低脂肪、な気がする。」で後味の粉っぽさから低脂肪（の牛乳）だと特定する。
























（2）  青： c喉越しが一番いい→ c スカッとさ→ a水っぽい→ c サラサラ、サラサラ→ aサラサ
ラ○↔ピンク：cドロドロ→お腹：cタプタプ
バターのコース
　次はバターのコースからの例であるが，【例 3a, 3b】は【例 1, 2】と同じ参加者の会話であり，
3人の参加者が 3種類のバターの見た目をオノマトペで評価（描写）し合う例である。8a～ 9a
の「//えでもなんかこれ ||がー、へっなんか、質感が //違くない？ ||」からピンクのバターの
質感（食感）についての話が始まる 12。
【例 3a】Dairy16-JPN2-1f2f3f-abc-WAS1-blue　abc　(fff<30)




   ＃これ＝バターのコース
4b  色ー //ー。||
5c    //色 ||ー。
6b 色ーわからないー？
7c  //全部同じ、じゃない？ ||
8a  //えでもなんかこれ ||がー、　＃これ＝ピンクのバター
   ※「これ ||がー」から 12cまでテーブルに手首をかけた右手（平前下指 1～ 3,5開曲指先
前）の指 4（伸指先前下）でピンクのバターを指す。途中の 9aの「か、質感」で指 4を 3
回下に下ろすことで、3回ビートを打ち「質感」を強調する。
9a  へっなんか、質感が //違くない？ ||　＃違くない？＝違うよね。
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11b                //ほんとだー。||
12c                //あー、ザラザラ ||してる。　＃ピンクのバター
13a 一番左がなんかベトーッて感じでー。　＃一番左＝青のバター
   ※「一番左がなんか」で右手（平下指 1,3～ 5握）の指 2（伸指先内前下）で青のバターを指す。
「ベトー」で全指を開きながら伸ばすことで、バターが広がることを表す。
14b  なんかなんか色ー、下になった部分の //色 ||がこれ黄色くない？
   ＃これ＝緑のバター
   ※ 1つ目の「色」で緑のバターの皿を胸の高さまで持ち上げ、見る。「黄色く」で緑の皿
を胸上の高さに持ち上げ、テーブルに下ろす。
15a                   //右に。||







    バターのコース　（11:07-29:10）12:15-12:48
16a  なんか、右 //にー、行 ||くほどさ、
17b       //全部黄色いか。||
18a  なんかパサパサしてない？
   ※ b:「なんか」で右手で青のバターを胸下の高さに持ち上げ、すぐテーブルに下ろす。
19c              あわか //る。||
20b                 //わ ||かる。＝
21c  ＝なんか断面が、なんか。
22a             ね。
23c              そうだよね。
24a                   うん。
25c  //一番、右が。||　＃一番右＝ピンクのバター
26a～ //なんか真 ||ん中チーズっぽいんだけどめっちゃ、見た目が。
   ＃真ん中＝緑のバター
27c                             確かにー。｛ヘッへー｝
28c  いただきます。｛フフフフ｝　※ ab:青のバターを食べる。
　【例 3b】は【例 3a】の続きである。16a「なんか、右 //にー、行 ||くほどさ、」と 18a「なんか
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パサパサしてない？」で aは左から右へ行くに連れてパサパサ感が徐々に増していくと言う。そ




「パサパサ」の最初の「パサ」と 2つ目の「パサ」で右手（平下指 1,2,5曲）の指 3,4（伸指先前下）




　19cから 24aで 3人が同意し合い，21cの「＝なんか断面が、なんか。」と 25c「//一番、右が。






　【例 4】では，【例 1～ 3】と異なる 30歳未満の女性 3人（g, h, i）がバターのコースが出され
たところで試食をし始めている。ピンクのバターの見た目をオノマトペで評価（描写）し合う。
【例 4】Dairy16-JPN5-6f7f8f-ghi-WAS1-blue　ghi　(fff<30)
   バターのコース　（11:50-28:40）　12:08-12:18
1g  え、なんかこれもちょっと違う。　＃これ＝バターのコース

























ぽい。」→ 36c～ 37c「うんなんかサラサラ、サラ //サラして。||」と類似している。gと hはオ
ノマトペを置き換えるだけでオノマトペの連鎖が連なっていく。【例 4】は，（4）に示すように i, 
g, hがいっしょになって複数のオノマトペからふさわしいものを選ぶ過程に参加している。
（4）  iオノマトペ 1評価→ g繰り返し同意→ h繰り返し不同意→ gオノマトペ 2評価→ hオノ
マトペ 3評価
   ピンク：iパリパリ→ gパリパリ○→ hパリパリなの。（疑問）×→ gモサモサ、モサモ
サ→ hグニャ
ヨーグルトのコース
　【例 5a～ 5f】は 30歳以上の女性 3人（s, t, u）が参加しているヨーグルトのコースからそれぞ
れ別なところの会話の断片である。【例 5a～ 5d】ではピンクのヨーグルトの見た目（食感），【例
5e, 5f】では青のヨーグルトとピンクのヨーグルトの食感を評価（描写）している。【例 1～ 4】
の 30歳未満の女性の会話とは異なり，【例 5a】で uが独自に評価し，【例 5b】で uが独自に評価
し始めるが，tが相づちで同意し，【例 5c】で sが独自に評価し，【例 5d】で tが独自に評価し，【例
5e】で sが青のヨーグルトの食感を表すのにふさわしい言葉（オノマトペ）探しをしようとし，
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トは違うことに同意する。tが 1tで前に uがスプーンで掬い上げた動作に言及した後，sが 3s「な
んかこのネットリ感が、」でピンクのヨーグルトの食感を「ネットリ」（粘り気がある）で評価し，
それに対して tと uが同意する。tは【例 5a】と【例 5b】で uが用いた「ネットリ」を「NP＋
ガ」の形で用いることによって uのオノマトペが適切だと認めることになるし 16，uが「ネットリ」
を用いた時に別な話をしていても無視していなかったことが分かる。
　【例 5d】では，ピンクのヨーグルトを特定しようとする中で tが uと類似した動作（ピンクの
ヨーグルトをスプーンで 10回掬い上げる）をしながら，小さな声で 5t「//₂°ネットリしてるも
ん ₂||//₃ね。°₃||」と 10t「(1.0)°すごいネット //リしてる。°||」で「ネットリ」（掬った触感は
粘り気がある）で 2回評価する。しかし，sと uはそれには反応せず，7s「お料理に使え //₁そう






   ヨーグルトのコース　（8:01-23:50）14:42-15:06
1s   なんか最初 FFFFかと思った。
   ＃ FFFF＝ヨーグルトの商品名
2t                 あー //ー。||
3u                  //あ ||ーー、
4u  FF-うーん。　＃ FF-＝「FFFF」の言いかけ
5s   だけどー、
6s   (0.5)こんな、　＃青のヨーグルト？
16 これについてはザトラウスキー（2016）と Szatrowski（近刊）参照。
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   ※胸の高さで青のヨーグルトを持ち、ピンクのヨーグルトを見る。
7t        うーん。
8u         //う ||ーん。
9s          //な -、||　＃「なんて言うんだっけ」の言いかけ？
10s  これ白いじゃん。　＃これ＝乳清？（にゅうせい）＝ヨーグルトの上にある液
11s  これ //₁なんて言うんだ ₁||っけ、　＃これ＝乳清？
12t    //₁うーーん。₁||
13s  よくこれがある //₂けど ^－、₂||　＃これ＝乳清？
   ※青のヨーグルト（の乳清）をスプーンで指す。
14t         //₂おー。うー ₂||ー //₃ーん。₃||
15u                  //₃うー ₃||//₄ー ₄||ーーん。
16s                       //₄あ、₄||
17s  気にしないで //₁くださいみたいな。₁||
18t        //₁うんうんうんうん ₁||//₂うんうんうんうん。₂||
19u        //₁うんうんうんうん ₁||//₂うんうんうんうん。₂||
20s                    //₂こういうのがない ₂||から //₃ー。₃||
   ＃こういうの＝乳清？




25t  分離しないよ //ね。||　＃ピンクのヨーグルト　※右指 2でピンクのヨーグルトを指す。
26s        //うん、||そうそうそう。
27t                   //ね。||
28u                   //う ||ーん。
29s  だから FFFF、かなと思ったけ //ど、||　＃ピンクのヨーグルト　
30t                //う ||ーん。
31s  でもなんか見た目 KKKKKヨーグル //トに見えるしー。||　＃ピンクのヨーグルト
32t                   //うーん、｛フフ｝||
　sは【例 5e】の前から話題になっていたピンクのヨーグルトは最初 FFFFだと思っていたと言っ
てから，青のヨーグルトの上の白い物 17（乳清）が気になる。11s「これ //₁なんて言うんだ ₁||っ
け、」でその青のヨーグルトの上の白い物の言葉探しを始める。まず，sの 13s「よくこれがある
//₂けど ^－、₂||」と 17s「気にしないで //₁くださいみたいな。₁||」に対して tと uは sが探し
ている言葉を提供しないが，繰り返し相づちを打つことで sが言及している物を理解しているこ
17 青のヨーグルトの白い物はおそらくヨーグルトの上の液（「乳清」）のことであろう。
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とが分かる。そして sがピンクのヨーグルトに関して青のヨーグルトと対照させ，20s「//₂こう
いうのがない ₂||から //₃ー。₃||」と言うが，「こういうの」はおそらく sが言及した白い物（乳
清）のことを示していると考えられる。次に，tも青のヨーグルトと対照させ，21t～ 22t「//₃ね、
₃||//全くないよね。||」とピンクのヨーグルトを指しながら 25t「分離しないよ //ね。||」と言い，







   ヨーグルトのコース　（8:01-23:50）15:06-15:32
33s  （要はこうなんかこう）パサパサっていう表現は //違う（けど）、||　＃青のヨーグルト
   ※左手で胸下の高さで持っている青のヨーグルトを右手のスプーンで指している。
34t                        //ジャム入れ ||てみる。
35s～ なんて言うんだっけこういうのって、　＃こういうの＝青のヨーグルトの食感？
36s～ ポロポロでもないなたぶ //ん。||　＃青のヨーグルト




   ※「こっち」から 42sまで左指 2でピンクのヨーグルトを指す。
41u            うーん。




45u       //うーん。||　＃思案中？
46s～      //こんだけし ||めってるけど（こん）な。　＃青のヨーグルト
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てこないな。」で「パサパサ」（乾いている）と「ポロポロ」（粗く壊れやすい）という候補を挙















（5）  【例 5a】s違う→ピンク：uネットリ（スプーンでヨーグルトを掬い上げながら）
   【例 5b】ピンク：uネットリ感→ t○→ uネットリ感→ u柔らかい（スプーンで掬い上げ
ながら）
   【例 5c】ピンク：sネットリ感→ t○→ u○
   【例 5d】ピンク：tネットリ（スプーンで掬い上げながら）→ tネットリ（スプーンで掬
い上げながら）→ sお料理に使えそう
   【例 5f】青：s¬パサパサ→ s¬ポロポロ↔ピンク：sネットリ
ホイップクリームのコース
　ホイップクリームのコースからの例であるが，【例 6a, 6b】では，30歳以上の男性 1人（D）
と女性 2人（e, f）がホイップクリームを食べながら食感を評価している。
【例 6a】Dairy16-JPN3-4m4f5f-Def-WAS3-blue　Def　(Mff>30)
   ホイップクリームのコース　（12:40-28:30）
   14:15-15:40
1f   甘い。　＃緑のホイップクリーム
2D  うん、なんか、
   ＃うん＝緑のホイップクリームの味に対する確認
18 お茶の水女子大学の福留奈美研究員との個人的な会話によると sが探しているオノマトペは「ホロホロ」
の可能性がある。
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3f  緑の方が、じゃない、青の方がサッパリしてるかな。
4e  こっちがなんか植物性？　 ＃こっち＝青のホイップクリーム
   ※「こっち」で左指 2で青のホイップクリームを指す。
5D            なるほど、
6e  //動物性？ ||　＃緑のホイップクリーム　※右指 3で緑のホイップクリームを指す。
7D  //なんか違うの ||かな。
8f   これ動物、油っぽい。　 ＃これ＝緑のホイップクリーム
   ※「これ」で右指 2で緑のホイップクリームを指す。
9e  油っぽい。　＃緑のホイップクリーム
10D  油っぽい。　＃緑のホイップクリーム
11f      うん。
12e  へいー。　※緑のスプーンを置き、ピンクのスプーンを手に取る。
13f  早い。｛フフ //フフ｝||




18D  もう //あれだよ。||







51D       ｛フフ｝
52e  いやー。
53f  （2.0）なんかね、//これ、||　＃これ＝ピンクのホイップクリーム
54e           //これ、||でも、なんか、わかんない。
55e  サッパリ、コッテリしてるけど、




   ※「これ」で右指 2でピンクのホイップクリームを指す。
57D  甘い。｛フフ｝















71D                うん。
　【例 6a】では，fは 1fで緑のホイップクリームが「甘い」と述べた後，それと対照し，3fで青のホ 
イップクリームが「サッパリしてるかな。」で後味が残らず爽やかであることをオノマトぺで表





それを繰り返して 64eと 65Dで eと Dが青のホイップクリームが「サッパリ」，66D「真ん中す
ごいコッテリだ本当。」で Dが緑のホイップクリームが「コッテリ」だと同意し合う。
【例 6b】Dairy16-JPN3-4m4f5f-Def-WAS3-blue　Def　(Mff>30)
   ホイップクリームのコース　（12:40-28:30）23:07-23:50
1e  てかこっちもう溶けてきた。　 ＃こっち＝ピンクのホイップクリーム
   ※右手でピンクのホイップクリームの入った皿を e→前→ eへ傾ける。
2D              ああ。
3f                 あっ本当だー＝




   ※緑のホイップクリームの入った皿を右手で振り、e→前へ傾ける。
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8D                ね。
9f                  うん。
10e  強いね。　＃緑のホイップクリームが傾けた皿から全くこぼれようとしない
11f  これだよこれこれこれ。　＃これ＝緑のホイップクリーム















25D         ｛フフ｝
26D  デザートは別腹。｛フフ｝
27f  サッパリしたい。





一番重たいと言う。Dがピンクのホイップクリームの液体状態を 17D「ビシャが。」と 4fと 5e
と類似した評価をする。fが 27f「サッパリしたい。」と言った後，29f「これモッタリで。」でコー
ス全体の後味が重いと言うことでコースが終わる。【例 6a, 6b】の会話の流れを（6）に示す。
（6）  【例 6a】青：fサッパリ→ピンク：fシュワシュワ→青：eサッパリ↔緑：eコッテリ→青：
eサッパリ→Dサッパリ○↔緑：Dコッテリ
   【例 6b】ピンク：fビチャビチャ→ eビチャビチャ○→緑：eモッサリ→ピンク：Dビシャ
→ fサッパリしたい→ホイップクリームのコース：fモッタリ
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アイスクリームのコース





   アイスクリームのコース　（13:32-29:56）15:09-15:46
((F:緑のアイスクリームを食べ始める。GH:ピンクのアイス
クリームを食べる。))
1F  (4.5)これ SSだな。　＃緑のアイスクリーム
   ＃ SS＝アイスクリームの商品名
2H          (2.0)まじっすか↑。
   ※ (2.0)でピンクのスプーンを口から出す。
3F                   う //ん。||
4H                    //シャ ||リシャリしてる？
   ＃緑のアイスクリーム
5H  じゃあこっちは SSSSCCC？　＃こっち＝青のアイスクリーム
   ＃ SSSSCCC＝アイスクリームの商品名
   ※「じゃあこっち」で胸の高さの右手（平H指 1～ 2,4～ 5揃握）の指 3（伸指先内下）
で青のアイスクリームを指す。
6H  (0.5)｛ア //ハハハハハハハハハ｝||
7G      //｛ハハハハハハハハ｝||
8F      //｛ハハハハハハハハ ||ハハ｝
9F  わかんない、
10F  SSSSCCCかもしれない。　＃緑のアイスクリーム
   ※「SSSSCCCかもしれない。」で胸の高さの左手（平下指 1伸指先内指 3～ 5揃曲）の指 2（伸
指先内）で緑のアイスクリームを指す。
   ※ G:緑のアイスクリームを食べ始める。
11F  真ん中はなんか食べたことがありそうだな。　＃真ん中＝緑のアイスクリーム
   ※H:緑のアイスクリームを食べ始める。
12H  (2.0)これ、SSSSCCCじゃないっすか？　＃これ＝緑のアイスクリーム








18H  ん、シャリシャリ感は SSです。　＃緑のアイスクリーム
　初めに Fが緑のアイスクリームを食べ始め，GとHはピンクのアイスクリームを食べている。
Fは 1F「これ SSだな。」で緑のアイスクリームが SSというアイスクリームだと特定する。そ




がら 5H「じゃあこっちは SSSSCCC？」で緑のアイスクリームが SSだったら青のアイスクリー


















（7）  緑：F SS→Hまじっすか↑。→Hシャリシャリ？→青：H SSSSCCC？→ F SSSSCCC△
→緑：H SSSSCCC→ H氷のシャリシャリ感→ F SSSSCCC？→Hシャリシャリ感は SS
19 共同発話に関してはザトラウスキー（2000, 2003），Szatrowski（2007, 2010a）参照。
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On the Use of Onomatopoeia in Interaction:  
Examples from Japanese Dairy Taster Brunches
Polly SZATROWSKI
University of Minnesota / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
This paper investigates how onomatopoeia was used in a Dairy Taster Brunch corpus. While 
contrasting three dairy foods/drinks at a time, the Taster Brunch participants first used sight 
to assess (describe) the color and texture of the foods/drinks, next, smell to identify them, and 
then, touch and taste to describe and evaluate the flavor, texture, etc. while consuming them. In 
the interaction based on their five senses, they assessed (described) the foods/drinks by offering 
a multiple of onomatopoetic expressions, and used onomatopoeia to justify their identifications 
and evaluations. Utterance sequences consisting of utterances containing onomatopoeia followed 
by agreement, disagreement, and presentation of other onomatopoeia, and word (onomatopoeia) 
searches revealed the network-based character of Japanese onomatopoeia. Onomatopoeia played 
a significant role in refining the sensory food experiences that participants shared, monitored, and 
adjusted moment by moment through their language and body movements.
Key words: onomatopoeia, texture, food, evaluation, onomatopoeia network
